
4 研究所報告

研究所報告第 1号は1961年 10月 に研究所が設立された翌年度には出版した。報告書の体裁に今日ま

で大きな変更はないが、論文数が多くなったので1971年 3月 から年度ごとを巻にまとめることにした。

それ以前に発行された第 1号から第12号 までは第 1巻 とした。報告書の発行については以下の編集規

定を設けている。

神奈川県温泉地学研究所報告編集規定

1)神奈川県温泉地学研究所報告 (略称 神奈川温地研報告)は当所における研究業績並びに県内の

温泉、地下水、地震、地質に関する資料で、当所談話会で発表し、編集委員会が適当と認めたも
の

を掲載する。

2)神奈川温地研報告は原則として年 1巻発行される。

3)編集委員長は温泉地学研究所長とする。

4)編集委員は委員長が温泉、地下水、地震、地質、および経理の各部門より若千名を選出する。

神奈川県温泉地学研究所編集委員会 (1991年度)

委員長 平野富雄 (所 長)

委 員 諸星 実 (管理課長)

小鷹滋郎 (地 震)

長瀬和雄 (地下水)

杉山茂夫 (地 質)

大山正雄 (温 泉)

阿久津賞 (経 理)

事 務 粟屋 徹

棚田俊収

報告書は今日までに通巻で22巻である。この内、研究報告論文は215編である。これらの発行年代

を追って来ると、研究所の活動とともにその時代の社会的問題を読み取ることができる。
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

衛
作
子
茂
幸

一
夫

靖
喜
維
　
藤
惣
光

林期
既畑椛諦林

湯河原温泉調査報告 1-40。  1・  1・ 1963

1964

會: 言]:
丹沢山塊の地球物理学的及び地質学的調査 1-18・  1・  2・ 1964

輪肝誹酢
茂惣一鮮
馴燎

林鵬
判期
畑誦
梅敏
林

丹沢山地の温泉鉱泉 19-37・   1 。 2・ 1964

田
原
和
福 健竺::

温泉中の高温菌について 38-45。   1 ・ 2・ 1964

*1東京大学地震研究所 *2神奈川県松田保健所 中3神奈川県小田原保健所
1965 田嶋 経子
平野 富雄

神奈川県温泉研究所分析集 その 1 1-55。  1・  3・ 1966

1966
李者 士爺II 丹沢山塊に発生する微小地震の第 2回調査 1-6・  1・  4・ 1966

薔壽 
大
霧:: 丹沢山塊に発生する微小地震の第 3回調査 7-12・  1 ・ 4・ 1966

婁首 落層三:
丹沢山塊に発生する微小地震の連続観測 13-20。  1・  4。 1966

松田 時彦中1 地蔵平付近の地質、とくに遊入岩類について 21-30。  1・  4・ 1966

衛
茂
作
志
則

靖
　
一暑
健
正

林
畑
期
知鉄

丹沢大山付近 (鶴巻温泉、七沢温泉)の試錐資料 1-10。  1 ・ 5。 1967

薔譜 尾撃
大木 靖衛

七沢・鶴巻の温泉・鉱泉 11-22・   1 ・ 5・ 1967

輪
航茂酢
誹
副

林
知畑期
書鉄

中川温泉の地下温度構造 23-34。  1 ・ 5。 1967

期林知
畑判鉄

喜作
靖衛
健志
茂
富雄
正則

中川温泉の水理学的考察 35-50。  1 ・ 5。 1967

田嶋 経子
平野 富雄
大木 靖衛

中川温泉の泉質 51-58・   1・  5。 1967
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号・発行年

1966

i‡ 憂轟i:
中川温泉試錐調査報告 59-71 ・  1 ・ 5。 1967

*1東京大学地震研究所 *2神奈川県衛生部

1967 衛
作
雄
茂
志
則

靖
喜
富
　
健
正

木
野
野
田
口
矢

大
荻
平
広
大
守

箱根強羅温泉の温度異常上昇とその水理地質学的考察 1-20・  1 ・ 6・ 1968

輪
誹
臨
茂
誠
副

木
野
口
田
野
矢

大
荻
大
広
平
守

箱根火山元箱根におけるボーリング調査とその温泉地質学的
意義

21-34。   1・  6。 1968

大木 靖衛
平野 富雄
田嶋 維子

箱根温泉の成因 35… 50・  1 ・ 6・ 1968

平野 富雄
大木 靖衛
田嶋 維子

箱根強羅温泉の温度異常上昇と温泉成分の変化について 51-62・  1・  6・ 1968

1968 平賀 士郎
広田  茂

;:][ ][il中
1

箱根火山における地震活動調査、1968 1-30。  1 , 7・ 1969

広田  茂
平賀 士郎
河西 正男

箱根火山における温泉および地中温度の連続観測、1968 31-38・   1 ・ 7・ 1969

郎
衛
作
茂
清
雄
子
郎

一
徳
悟

滋
靖
喜
　
　
富
維
三
喜
義
田

鷹
木
野
田
沢
野
嶋
田
井
田
多

小
大
荻
広
小
平
田
内
石
岩
和

中川温泉連続観測 39-48。   1 ・ 7・ 1969

清
弘
男
徳
悟
衛

正
宣
義
　
靖
田

獄林雄制杉
林

秦野市鶴巻温泉の温度および湧出量調査 49-48。   1・  7・ 1969

衛
作
茂
郎
清
郎
男
雄
子
徳

靖
喜
　
滋
　
士
正
富
維
義

林
期州相
相警
洒判鵬
糊

箱根姥子温泉調査報告 1-12・  1・  8。 1969

平野 富雄
田嶋 維子

箱根姥子温泉の泉質の連続観測 13-22・   1 。 8・ 1969
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

1968

地プ鵬グル．
倒髄

神奈川県津久井町神の川流域における温泉地質調査 1-14・   1・  9。 1969

神の川温泉地
質調査グループ

神奈川県津久井町神の川流域における試錐調査 15-28・  1・  9。 1969

*1箱根温泉供給船 *2神奈川県松田保健所 中3神奈川県衛生部
*4神奈川県秦野保健所

平野 富雄
田嶋 継子

神奈川県温泉研究所分析集 その 2 1-54。  1 ・ 10。 1970

賀
田
西
木

平
広
河
鈴

士郎
茂

][1:中
1

箱根火山における地震活動調査、1969 1-24・  1・ 11 ,1970

茂
郎
男
郎
清

士
正
滋

田
賀
西
鷹
沢

広
平
河
小
小

箱根火山における温泉および地中温度の連続観測、1969 25-32・  1 ・ 11・ 1970

賀
島
田
西

平
田
広
河

」[:[中 2
茂
正男

箱根火山の重力調査 (第一判 33-38・   1 ・ 11。 1970

羹塞券5些写神奈川県伊勢原町大山地区温泉地質調査報告書 1-14。  1・ 12・ 1970

神奈川県温泉
研究所大山試
錐調査グループ

神奈川県伊勢原町大山における試錐調査 15-20。  1・ 12・ 1970

神奈り|1県温泉
研究所地下水
試簾調査グループ

伊勢原付近の地質と地下水 21-48・   1 ・ 12・ 1970

螂
広一茂
醐輪
螂
清

報
鴎畑
洒林相
獄

神奈川県伊勢原町における重力調査 49… 52・  1・ 12・ 1970

高橋 宏光中3
大木 靖衛
/1瑚鬱 滋郎
小沢  清
横山 尚秀

秦野市水源井の地質柱状図と揚水資料 53-62・   1 。12・ 1970

*1箱根温泉供給帥 *2東京大学地震研究所 中3秦野市水道局
1970 報畑
洒鉢

士郎
茂

][1:中
1

箱根火山における地震活動調査、1970 1-20・  2・  1・ 1971

茂
秀
男
雄
清

尚
正
正

田
山
西
山
沢

広
横
河
大
小

箱根火山における温泉および地中温度の連続観測、1970 21-30・  2・  1・ 1971

大木 靖衛
小鷹 滋郎
小沢  清
横山 尚秀
長瀬 和雄

秦野盆地の水文地質 31-56・  2・  2・ 1971
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年度 著 者 名 題 名 頁 。巻・号 。発行年

横山 尚秀

::i: :li[Ⅲ
2

秦野盆地の地下水の水質について 57-70。  2・  2・ 1971

作
衛
郎
清
茂

喜
靖
滋

野
木
鷹
沢
田

荻
大
小
小
広

秦野盆地の地層係数と透水係数 71-82・  2・  2・ 1971

平賀 士郎
広田  茂
河西 正男

秦野盆地の重力調査 83-87・  2・  2・ 1971

平野 富雄
大木 靖衛

箱根カルデラの地下水 89-108・  2・  3・ 1971

作
衛
郎
清
茂
男

喜
靖
滋
　
　
正

野
木
鷹
沢
田
西

荻
大
小
小
広
河

箱根湖尻付近の地下水 109-120。  2・  3・  1971

鈴木 孝雄中2
平野 富雄
田嶋 維子
大木 靖衛

箱根温泉沈澱物の生成条件について 121-132・  2・  3。 1971

大山 正雄
平野 富雄

曇果孝ト

箱根火山の蒸気 133… 142・  2・  3・ 1971

*1箱根温泉供給帥 *2神奈川県立小田原城内高等学校

賀
東
場

平
伊
稲

士郎

翻組
箱根火山における地震活動調査、1971 1-24・  3・  1。 1972

広田  茂
粟屋  徹

箱根火山における温泉および地中温度の連続観測、1971 25-32・  3・  1・ 1972

徹
雄
茂
富駆判畑

箱根火山における温泉成分の連続観測、1971 33-40・  3・  1・ 1972

秀
作
衛
雄
清

尚
喜
靖
和

山
野
木
瀬
沢

横
荻
大
長
小

秦野盆地地下水の水文学的研究 41-56・  3・  2・ 1972

雄
衛
作
秀
清

和
靖
喜
尚

瀬
木
野
山
沢

長
大
荻
横
小

秦野盆地の地質 57-64。  3・  2・ 1972

郎
郎
茂
雄
博

士
滋
　
正

賀
鷹
田
山
東

平
小
広
大
伊

秦野盆地における弾性波探査 65-72・  3・  2・ 1972

小沢  清
大木 靖衛

大磯丘陵南西部の地質 73-82・  3・  2。 1972
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

1971 徹
清
寿
作
雄

金
喜
富

難相趾期刊

大磯丘陵南西部の地下水の水質 83-94・  3・  2・ 1972

郎
衛
茂

滋
靖
鷹
木
田

小
大
広

箱根湯本・塔ノ沢温泉の湧出機構 95-108・  3・  3・ 1972

誹
輪
徹

野
木
屋

平
大
粟

箱根湯本 。塔ノ沢温泉の泉質 109-130。  3・  3・ 1972

郎
衛
茂

滋
靖椛林
畑

箱根外輪山温泉調査報告 131-142・  3・  3・ 1972

岩田 義徳 箱根湯の花沢温泉硫化水素中毒死亡事故について 143-152・  3, 3。 1972

*1箱根温泉供給帥

賀
東
田
妻

平
伊
袴
上

士郎

稽塁:l
箱根火山における地震活動調査、昭和47年 (1972) 1-22・  4。  1 ・ 1973

茂
徹

田
屋
広
粟 要騎

山における温泉および水位の連続観測、昭和47年 23-32・  4・  1 ・1973

郎
茂
滋相
畑

箱根外輪山における温泉水位の連続観測、昭和47年 (1972) 33-36・  4・  1・ 1973

螂
博
酵

賀
東
山

平
伊
大

丹沢山地およびその周辺の重力調査 37-46。  4・  1 ・ 1973

]:,i 」[i[中 2 大湧谷における硫化水素中毒事故調査 (I) 47-54・  4・  2・ 1973

大木 靖衛

承認 鼻爺
大湧谷における硫化水素中毒事故調査 (I) 55-64。  4。  2・ 1973

雄
衛
徹

富
靖判林
難

箱根町蒸気造成温泉のアルミニウム沈澱物について 65-72・  4。  2・ 1973

木
野
木

鈴
平
大

孝雄
中2

富雄
靖衛

ア生ヽ轟る命9鼎劉スt3徴財潔7躾態一 73-82・  4・  2・ 1973

山
屋
東

大
粟
伊

雄
徹
博

正 箱根火山硫黄山噴気地帯の調査 83-90・  4・  2・ 1973

雄
衛
正
靖
山
木
大
大

湯本・塔ノ沢温泉の最近の動向について 91-98・  4・  2, 1973

委黒羹テ
貝「
中3
箱根七湯の枝折 99-128・  4。  2。 1973

秀
作
雄

尚
喜
和

山
野
瀬

横
荻
長

秦野盆地の深層地下水について 129-144。  4・  3・ 1973

雄
衛
作

和
靖
喜

瀬
木
野

長
大
荻

秦野盆地における観測井のさく井資料 145-152・  4。  3・ 1973
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

作
雄
秀
徹

喜
富
尚

野
野
山
屋

荻
平
横
粟

丹沢山地東縁部の鉱泉と七沢周辺の鉱泉の経年変化について 153-164・  4・  3・ 1973

清
作
博
喜
沢
野
合

小
荻
落

大磯丘陵中井町地域の地下水 165-174・  4・  3・ 1973

*1箱根町立大湧谷自然科学館 *2神奈川県立小田原城内高等学校 *3つ たや旅館

郎
博
夫
夫

一

士
　
和
信
泰

賀
東
田
妻
林

平
伊
袴
上
小

箱根火山における地震活動調査、昭和48年 (1973) 1-14・  5・  1 ・ 1974

茂
郎滋

田
鷹
広
小

箱根火山における泉温および水位の連続観測、昭和48年
(1973)

15-22・  5。  1 ・1974

茂
雄
衛
富
靖

田
野
木

広
平
大

箱根大湧谷の新噴気 23-30・   5。   1 ・ 1974

平野
大木
広田
小沢
荻野

雄
衛
茂
清
作

富
靖
　
　
一暑

箱根湯本温泉の自然湧出量について (その 1) 31-44・  5・  2・ 1974

雄
正
徳

正
公
義
寺
山
保
田

大
久
岩

箱根湯本 。塔ノ沢温泉における揚湯試験 (その 1 45-58・  5。  2・ 1974

雄
衛
徹
雄

富
靖
　
孝

野
木
屋
木

平
大
栗
鈴

箱根町蒸気造成温泉のアルミニウム沈澱物について (その 2) 59-66・  5・  2・ 1974

徹
雄
雄
孝
富

屋
木
野

粟
鈴
平

湯河原温泉の温泉沈積物 67-81・  5・  2。 1974

三
＞
秀
註
田
釈
沢
＜

箱根七湯の枝折 (その2) 82-110・  5。  2・ 1974

雄
作
秀
清

和
喜
尚

瀬
野
山
沢

長
荻
横
小

秦野盆地における深井戸による人工洒養実験 (I) 111-120。  5・  3・ 1974

秀
衛
作
雄

尚
靖
喜
和

山
木
野
瀬

横
大
荻
長

秦野盆地地下水の水シュミレーション 121-132・  5。  3・ 1974

綾部  弘中4
横山 尚秀

秦野市曾屋水源の湧水記録 133-140・  5。  3・ 1974

石黒  進 大磯丘陵東南部の地質 141-148・  5・  3・ 1974

清
作
則
雄
秀

喜
正
和
尚

沢
野
矢
瀬
山

小
荻
守
長
横

大磯丘陵二宮地域における試錐調査 149-154・  5・  3・ 1974

作
秀
浩
男

喜
尚
　
康

野
山
藤
合

荻
横
加
川

足柄平野の地下水 (その 1) 155-166・  5。  3・ 1974
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年度 著 者 名 題 名 頁 。巻・号 。発行年

車l纂録早
立杏雪翁具倫鵞霊雷北高皐撃寝

り1曝

=紺

黒帰賛塞真芹学校 *3つ
たや旅館

雄
茂
雄
衛

富
　
正
靖

野
田
山
木

平
広
大
大

箱根湯本温泉の自然湧出量について (その2) 1-10。  6・  1 。1974

徹
雄
衛
富
靖

屋
野
木

粟
平
大

箱根の造成温泉の硫化水素 11-30・  6・  1。 1974

雄
衛
正
靖
山
木
大
大

湯河原温泉の水位の変遷 31-47・  6・  1 ・ 1974

既狂
詢
田
釈
沢
＜

箱根七湯の枝折 (その3) 48-66・  6。  1・ 1974

1:][ 和!:Ⅲ
2

平賀 士郎

箱根火山における地震活動調査、昭和49年 (1974) 67-78・  6。  2・ 1975

広田  茂
小鷹 滋郎 賛酪

山における泉温および水位の連続観測、昭和49年 79-87・  6・  2・ 1975

箱根水質調査団 箱根カルデラ河川流出水の溶存成分に対する温泉の影響について 87-116・  6。  2・ 1975

雄
作
秀

和
喜
尚

瀬
野
山

長
荻
横

秦野盆地における深井戸による人工涵養実験 (I) 117-124・  6・  3・ 1975

小沢  清
荻野 喜作

大磯丘陵中井町地域における観涸1井の掘さく 125-132・  6・  3・ 1975

山
野
藤
木

横
荻
加
大

尚秀
喜
(ξ
中3

靖衛

足柄平野の地下水 (その2) 133-140・  6・  3・ 1975

茂
螂
博

田
賀
東

広
平
伊

足柄平野における水準測量 141-144・  6・  3・ 1975

*1つたや旅館 *2箱根町立大湧谷自然科学館 *3神奈川県立山北高等学校
1975 東
田
賀

伊
袴
平
和奨・1
士郎

箱根火山における地震活動調査、昭和50年 (1975) 1-10' 7・  1・ 1976

平賀 士郎
伊東  博 雫努沓凛

観測所における地震の振動継続時間とマグニチュー 11-18・  7・  1 ・ 1976

宗周 滋蘇 賛踏
山における泉温および水位の連続観測、昭和50年 19-26。  7・  1・ 1976

粟屋  徹

翼栞 皐維■2
大木 靖衛

箱根火山における大気中硫化水素の分布状態 27-42。  7・  1 ・ 1976

徹
雄
衛
官
靖

屋
野
木

粟
平
大

箱根火山の温泉の水銀含有量 43-52・  7・  1・ 1976

書畑難
林

湯河原温泉の地下水位低下と温泉の冷地下水化 53-68。  7・  2・ 1976

大山 正雄 湯河原温泉の水位と湧出地域の透水性 69-84・  7・  2・ 1976
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

平野 富雄
広田  茂
小鷹 滋郎
粟屋  徹
大木 靖衛

箱根塔ノ沢温泉の温度と化学成分 85-92・  7・  2・ 1976

判相
難畑畑林

富雄
滋郎
徹
正雄
茂
靖衛

松田町寄 (や どろぎ)の塩化カルシウム型温泉 (冷温泉) 93-104・  7・  2・ 1976

小鷹 滋郎
平野 富雄

真鶴町における地下水調査7Lの掘さく .105-114・  7・  3・ 1976

;:景: :il[・
2

編禽志漫311

酒匂川河川の水質について 115-134・  7・  3・ 1976

瀬
永
山
木
野
藤
田
藤

長
宮
横
大
荻
遠
和
加

1:::■
5

尚秀
靖衛

曇
[::

秦野盆地における地下水の人工洒養実験 (I) 135-144・  7・  3・ 1976

清
雄
郎
衛

富
滋
靖

沢
野
鷹
木

小
平
小
大

相模湖町の簡易水道の水質異常について 145-152・  7・  3・ 1976

車:綿曇肝置李豪篠尾舗
科言管神奈′I鷲宗留曇凛雀昇

原攀官稟露需
校

霧否 和奨+ユ
平賀 士郎

箱根火山における地震活動調査、昭和51年 (1976) 1-16・  8・  1 ・ 1977

茂
郎滋

田
廃
広
小

箱根火山における泉温および水位の連続観測、昭和51年
(1976)

17-26・  8。  1・ 1977

茂徹離輸

畑
難畑林

大湧谷―神山登山道沿いに出現した噴気地帯の調査 27-38・  8。  1 ・ 1977

野
田
山
鷹
屋
木

平
広
大
小
粟
大

富雄
茂
正雄
滋郎
徹
靖衛

蛇骨湧泉群 (箱根底倉温泉)から河川に流入している温泉量
について

39… 50・  8・  2・ 1977

平野 富雄
広田  茂
大木 靖衛

箱根湯本、下茶屋地区の揚湯量と溶存成分の減少について 51-66・  8。  2・ 1977

大山 正雄 エアーリフトポンプによる揚水試験について 67-80・  8・  2・ 1977

衛
雄
雄

靖
富
孝

木
野
木

大
平
鈴

湯河原地熱地帯の熱水変成作用と脈石 (英文) 81-94・  8・  2・ 1977

郎
作
滋
喜

鷹
野
小
荻

仙石原湿原環境調査報告書 ― 地質調査の部 一 95-104・  8・  3・ 1977
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年度 著 者 名 題 名 頁 。巻・号 。発行年

徹
雄
作
富
喜

屋
野
野

粟
平
荻

仙石原湿原の地下水調査 一 文化財指定地周辺 ― 105-114・  8。  3・ 1977

秀
作
衛

尚
喜
靖

山
野
木

横
荻
大

足柄平野の地下水 (その 3) 115-124・  8, 3・ 1977

iili 
和
:ξ
中3

大木 靖衛

秦野盆地における地下水の人工酒養実験 (Ⅱ ) 125-134・  8・  3・ 1977

小沢  清
荻野 喜作

大磯丘陵の地下水 135-144・  8・  3・ 1977

*1箱根町立大湧谷自然科学館 *2神奈りll県立小田原城内高等学校 *3秦野市
1977 大木 靖衛 観測だより発刊にさいして (観測だより1号 )

1・  9。  1・ 1977

なまずの会 地下水位観測星取表 1-5。  9・  1・ 1977

杏蓉昭全僣:l
浜松北方地震の前兆水位低下 6・  9。  1・ 1977

なまずの会 水位観測井分布図 7-8・  9。  1・ 1977

黒川 義男中1 温泉の温度、湧出量、水位の関係 9-10・  9。  1・ 1977

なまずの会 地震日誌 11-12・  9。  1・ 1977

鈴木 励子中1 官城県沖地震の前兆 12・  9。  1・ 1977

なまずの会 会員通信覧 13-14・  9。  1・ 1977

なまずの会 「地震についてのご意見拝聴」アンケート調査 15-16・  9。  1 ・ 1977

大木 靖衛 関東大地震のあなたの体験を記録に残そう (観測だより2号 )
1・  9。  2・ 1977

なまずの会 地下水位観涸1星取表について 1 ・ 9・  2・ 1977

なまずの会 地下水位観測星取表 (1977.5.15～ 7.31) 2-7・  9・  2・ 1977

川口 積善中1 石ガニが予知した関東大地震 8。  9・  2・ 1977

なまずの会 地震日誌 9。  9。  2・ 1977

土屋 輝彦中1 私の知っている関東大地震の前兆 10-11・  9。  2・ 1977

市川 康史・ 1 関東大地震の思い出 12・  9。  2・ 1977

沢田秀三郎・
1
あれは地震の前兆だ 13・  9・  2。 1977

甘粕 栄司・ 1 85才の母の話 14・  9。  2・ 1977

原  恵助中1 私の水位観測術 14・  9。  2・ 1977

なまずの会 「地震についてのご意見拝聴」一アンケート調査の中間報告― 15。  9・  2・ 1977

なまずの会 私の本箱 16・  9・  2・  1977

なまずの会 会員通信覧 17-18。  9・  2・ 1977

斉藤 国治・ 2 水位観測に取り込む 号

・

よ

９

だ

。

測
１
観

大石 照三十3 千葉市消防局も仲間に入りました、よろしく 2-4・  9。  3・ 1977

なまずの会 地震日誌 5・  9。  3・ 1977
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号・発行年

1977 なまずの会 1977年 8。 9。 10月 の水位変化と地震との関係 6・  9・  3・ 1977

なまずの会 地下水位観測星取表(1977.8.1-10.15) 6-13・  9。  3・ 1977

杉本  勇Ⅲl 有珠山噴火体験記 14-16。  9・  3・ 1977

なまずの会 なまずの会 会員の活動状況 17・  9・  3・ 1977

藤間 渉・
1
地震の前になまずが何匹も 18・  9。  3・ 1977

相原 宗由中1 父の関東大地震体験記 19。  9・  3・  1977

/1ヽり‖ 登・
1
関東大地震の年は井戸水が豊富であった 20。  9・  3・ 1977

福田 正作中1 アッ!川 に水がない、ウナギがいるぞ 21-22・  9・  3・ 1977

青木 直昭中4 認定証より努力賞を 23-27・   9・  3・ 1977

なまずの会 海外だより 27・  9' 3・ 1977

なまずの会 会員通信覧 28。  9・  3・ 1977

信濃 一男中5 中国の地震鯰 1 ・ 9。  4・  1978

なまずの会水
位観測グルー
プ

伊豆大島近海地震の前兆水位変化 2-11 ・ 9・  4・ 1978

なまずの会 地下水位観測星取表(1977.8.1-10.15) 12-19。  9・  4。 1978

なまずの会 水位観測資料 20-49・  9・  4・ 1978

なまずの会 地震日誌 50-51 , 9・  4・ 1978

平賀 士郎
伊東  博

伊豆大島近海地震の経過 52-53・  9・  4・ 1978

なまずの会 前兆をキャッチ ー 電話連絡簿 ― 54。  9・  4・ 1978

なまずの会 伊豆熱川バナナ・ワニ園のワニがなく 55' 9。  4・ 1978

藤築 
士
馨
丹沢中川温泉・山吹温泉に新鋭地震計設置 56-58。  9・  4・ 1978

なまずの会 地震についてのご意見拝聴(3) 59・  9。  4・  1978

山下 哲也中1 水位観測で地震に備えたい 60・  9・  4・ 1978

なまずの会 海外だより 61・  9。  4・  1978

階
口
田

三
谷
富 層璽:: 髪野冒¥晋葬市主催のみんなの地震展に参加

62-63。  9・  4・ 1978

結城 学'1 有珠山爆発と大地震 64-65。  9。  4。 1978

冨浦 連詞・ ユ伊勢湾に有感地震多発 66・  9。  4・ 1978

なまずの会 地震アラカル ト 67・  9・  4・  1978

なまずの会 切りぬき帳 68。  9・  4・ 1978

i祠 ′
VolcanOes of Hakone,Izu and Oshima
箱根 。伊豆・大島の火山

1-88・  9・  5。 1978

車l裏姦臭革兄象莉拿贔 車:藉粂諄醐覆
域
7政
組合消防本部消防長 *3千葉市消防局長
卜6東京大学 *7箱根町立大湧谷自然科学館
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年度 著 者 名 題 名 頁 。巻 。号 。発行年

勝俣  茂中1 地震予知の一助として (観測だより5号 )
1・ 10・  1 ・1978

なまずの会
水位観測班

宮城県沖地震と水位異常 2-4・ 10。  1 ・ 1978

鈴木 励子Ⅲ2 マグニチュード7.4 宮城県沖地震 5-8。 10・  1 ・ 1978

なまずの会 水位観測資料 9-21・ 10・  1・ 1978

なまずの会 地下水位観測星取表 (1977.8.1～ 10.15) 22-41 ・ 10・  1・ 1978

なまずの会 地震日誌 42-43・ 10。  1・ 1978

なまずの会
水位観測班

異常水位の出現数と地震の関係について 44¨ 46・ 10・  1 ・ 1978

熱海市消防署 伊豆大島近海地震後の水位記録 47・ 10。  1 ・ 1978

瀬戸 貞夫Ⅲ2 西丹沢の山鳴り 48・ 10。  1 ・ 1978

飯田 嘉幸中2 関東大地震体験記 49-50。 10・  1・ 1978

藤井 慎―Ⅲ2 私の関東大地震体験記 51。 10・  1・ 1978

牧  康行中2 αトラック法によるラドン測定法について 52-53・ 10・  1・ 1978

小沢  清 地下水位観測井の掘さく 54-56。  10・  1 ・ 1978

なまずの会 観測7せより 57-60。  10。  1 ・ 1978

なまずの会 連絡帳 61-62・ 10。  1 ・ 1978

なまずの会
水位観測班

千葉県西部地震の前兆水位変化 (観測だより6号)
1-3・ 10・  2・ 1978

なまずの会 地下水位研究委員会 4。 10・  2・ 1978

なまずの会
水位観測班

井戸基準点の設置 5。 10・  2。 1978

なまずの会 地下水位観測星取表 (1978.7.1～ 9.30) 6-17・  10。  2。 1978

なまずの会 地震日誌 18-19・ 10。  2。 1978

大木 靖衛
平賀 士郎 花詈秀量襲

海地震の前兆異常水位と気象庁歪計の前兆異常変 20…22。 10・  2。 1978

鈴木 士郎 私の鯰飼育論 23… 28。 10・  2・ 1978

平賀 士郎

霧否 和奨中3
箱根火山における地震活動調査、昭和52年 (1977) 29-36・ 10・  2・ 1978

広田  茂
根据分声

における泉温および温泉水位の連続観測、昭和52T 37-40・  10・  2・ 1978

なまずの会
水位観測班

伊東沖群発地震と水位変化 (観測だより7号 )
1-5。 10。  3・ 1978

平賀 士郎
伊東  博

1978年伊東沖群発地震 6-10・ 10・  3・ 1978

なまずの会 地下水位観測星取表 (1978.7.1～9.30) 11…25。 10・  3・ 1978

なまずの会 地震日誌 26-28。 10・  3・ 1978

D Lamar
P.Merifield

抄訳 (大木)

南カリフォルニアにおける地震予知のためのポランティア水
位観測

29-32・  10。  3・ 1978
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

1978 大石 照三中4 総合地震予知観測所オープン 33・ 10。  3・ 1978

平賀 士郎
伊東  博

1978年 12月 伊東沖群発地震の経過 34・ 10。  3・ 1978

山下田美男
中2
地震予知 35-37・ 10。  3・ 1978

出平美塩撃1:
私たちの観根1井 38-40・  10・  3・  1978

原口伊勢吉
中2
地震教育 41・ 10・  3・ 1978

鈴木 士郎中2 なまずの会シンボルマーク 42・ 10。  3・ 1978

*1箱根町長 *2「なまずの会」会員 *3箱根町立大湧谷自然科学館
*4千葉市消防局長

班
会
測
の
観
ず
位
ま
水
な 東京・埼玉県境地震の前兆水位変化 (観測だより8号 )

1… 2・ 11 ・  1 ・1979

大木 靖衛 観測だより英語に翻訳 3・ 11 ・  1 ・ 1979

なまずの会
水位観測班

1977年～1978年異常水位の出現数と地震との関係について 4-7・ 11 ・  1 ・ 1979

なまずの会 地下水位観測星取表 (1979.1～ 1979.3) 8-19。 11 ・  1 ・ 1979

地下水位
解析研究班

コンピュータによる地下水位解析 20-21 。 11 ・ 1 ・ 1979

なまずの会 地震日誌 22-24・  11 ・  1 ・ 1979

なまずの会 観測メモ 25-28。 11・  1 ・ 1979

郎
茂
雄
徹
雄
衛

滋
　
正
　
富
靖

相
畑
畑難
判林

大湧谷地すべり対策調査 (昭和53年度) 1-16・ 11 ・ 2・ 1979

大木 靖衛 昭和 5年 (1930)北 伊豆地震とその予知 (観測だより9号 )
1。 11 ・ 3・ 1979

なまずの会
水位観測班

昭和54年 3月 ～ 6月 の地下水位異常、温泉温度異常と地震に
ついて

2-14・ 11 ・ 3・  1979

なまずの会 地下水位観測星取表 (1979.3～ 1979.6) 15-20。 11 ・ 3・ 1979

なまずの会 地震日誌 21-22・ 11 ・ 3・ 1979

なまずの会 水位観測研修会 23-26・ 11 ・ 3・ 1979

なまずの会 私の本箱 27・ 11 ・ 3・ 1979

なまずの会 地震アラカルト 28。 11 ・ 3・ 1979

なまずの会 水位観親I協力者名簿 29-32・ 11 ・ 3・ 1979

大木 靖衛 丹那断層 (観測だより10号 )
1・ 11 ・ 4・ 1979

なまずの会
水位観測班

昭和54年 7月 ～12月 の地下水位観測と地震 2-5。 11 , 4・ 1979

なまずの会 地下水位観測星取表 (1979.3～ 1979.6) 6-17・ 11 ・ 4・  1979

なまずの会 地震日誌 18-20。 11 ・ 4。 1979

平賀 士郎 御岳山噴火 21・ 11 ・ 4。 1979

-281-



年度 著 者 名 題 名 頁 。巻・号 。発行年

1979 DoLamar
P.Merineld

(訳 大木)
雫酔層こ落ぢ見姦をあ艶子巣在義而

ス断層およびサンハシン 22-25。 11 ・ 4・ 1979

木
ａｒ
大輸駅

Ｄ カリフォルニア州エルセントロ地震と水位変化 26-28。 11 ・ 4・ 1979

なまずの会 地震ノート 29。 11・  4。 1979

なまずの会 地震アラカルト 30-32・  11・  4・ 1979

酒井  恒中ユ地軸裂ける大震災 (観測だより11号)
1-3・  11 ・ 5。 1980

なまずの会
水位観測班

昭和55年 1月 ～ 3月 の地下水位観測と地震 4-9。 11 ・ 5・ 1980

なまずの会 地下水位観測星取表(1980.1-1980.3) 10。 11・  5。 1980

大木 靖衛 正断層 10・ 11 ・ 5。 1980

なまずの会 地震ノート 11・ 11 ・ 5。 1980

大木 靖衛 姫の湯断層 12… 15。 11・  5・ 1980

衛
郎
靖
士
木
賀
大
平

箱根神山の水蒸気爆発 16-17・ 11 ・ 5。 1980

なまずの会 地震日誌 18-19。  11 ・ 5。 1980

大木 靖衛 北伊豆地震の地震動の擦痕 20。 11 ・ 5。 1980

なまずの会
水位観測班

1979年 1月 ～12月 の異常水位と地震の関係について 21-23・ 11・  5。 1980

署
所
防
張
消
出
市
海
海
熱
熱
南

伊豆大島近海地震の前兆水位変化と地震予知について 24-25。 11 ・ 5。 1980

なまずの会 中国の地下水異常変化と地震予知 26-27・ 11 ・ 5。 1980

大木 靖衛 サンアンドレアス断層の音の地震活動を記録する沼地堆積物 28-29。 11 ・ 5・ 1980

大木 靖衛 石廊崎断層 30-32・ 11・  5・ 1980

郎
雄
滋
正相畑

大湧谷地すべり対策調査 (昭和54年度) 1-10・ 11 ・ 6・ 1980

平賀 士郎

霧否 和奨+2
箱根火山における地震活動調査、昭和53年 (1978) 11-18・  11 ・ 6・ 1980

*1横浜国立大学名誉教授 *2箱根町立大湧谷自然科学館

なまずの会
水位観測班

伊豆半島東方沖地震とその前兆水位変化 (観測だより12号)
1-9・  12, 1 。1980

なまずの会
水位観測班

昭和53年 3月 16日 ～ 5月 31日の地下水位観測と地震 10… 11・ 12・  1 。1980

なまずの会 地下水位観測等星取表 (1980年 3月 ～7月 ) 12-17・  12・  1・ 1980

なまずの会 地震日誌 18-20・  12・  1・ 1980

なまずの会 地震ノート 21・ 12。  1 。1980

なまずの会 私の本箱 22・ 12・  1 。1980

関 陽太郎中ユ なまずの芸術 23・ 12・  1 ・1980

平賀 士郎 地震前兆現象としての温泉・地下水異常記録 24-26。  12・  1・ 1980
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号・発行年

田中 三郎・ 1 静岡県興津に現れた沖ガニの大群 27-29・ 12・  1 ・ 1980

なまずの会 地震の石碑 30-32・ 12・  1 ・ 1980

郎
博
夫

士
　
和

賀
東
田

平
伊
袴

箱根火山における地震活動調査、昭和54年 (1979) 33-42・ 12・  2・ 1980

雄
茂
夫

正
　
茂

山
田
山

大
広
杉

箱根火山における温泉の温度、昭和53～ 54年 (1978～ 1979) 43-50。 12。  2・ 1980

小鷹 滋郎
賛得蘊

おける温泉水位の連続観測、昭和47年 -55年 51-54・ 12・  2・ 1980

平野 富雄
大山 正雄 巫・、彎酪?竃ビ櫂尋封量:廷準)断ヒ

(■の3) 55-66・ 12・  2・  1980

夫
雄
茂
正

山
山
杉
大

湯河原温泉における温泉水位の連続観測、昭和53年 ～55年

(1978～ 1980)

67-74・ 12・  2・ 1980

長瀬 和雄 杢場蓄導ギ断ユ推Ъみ1■
おける透水量係数決定の 方́法 75-82・ 12・  2・  1980

小沢  清
荻野 喜作

大磯丘陵西部における地下水位観測、昭和52年～54年 (1977
～1979)

83-88・  12・  2・ 1980

小沢
荻野
横山
栗屋

清
作
秀
徹

喜
尚

星彎5薦華智尋電ど音晨
ナt価の里さく 89-94・ 12・  2・ 1980

山
野
野
沢

横
荻
平
小

星剛 報
ナれ顔夢時
の翌さく 95-106・ 12・  2・ 1980

木
田
大
袴 編実■2

箱根声ノ湖の逆さ杉は地震の化石 (観測だより13号)
107-108・ 12・  3。 1980

三階 忠夫中1 地震展に参加して 109-110。 12・  3・ 1980

班
会
測
の
観
ず
位
ま
水
な 昭和55年 (1980)7月 16日 ～11月 15日 の地下水位観測と地震 111-113・ 12, 3・ 1980

なまずの会 地下水位観測星取表 114-119。 12・  3・ 1980

なまずの会 地震日誌 120-122・ 12・  3・ 1980

なまずの会 地震ノート 123-126・ 12・  3・ 1980

平賀 士郎 地震前兆現象としての温泉・地下水異常記録 127-129。 12・  3・ 1980

なまずの会 地震の石碑 130-132・ 12・  3・ 1980

大木 靖衛 箱根芦ノ湖の九頭竜伝説と地震 (観測だより14号)
133-135。 12・  4。 1981

な
泉圧窪宙班

昭和55年 (1980)11月 16日 ～12月 31日 の地下水位観測と地震 136。 12・  4。 1981

なまずの会 地下水位観測星取表(1977.8.1-10.15) 137-139・ 12・  4・ 1981

なまずの会 地震日誌 140-141・ 12・  4・ 1981

なまずの会 地震ノート 142-143・ 12・  4。 1981

平賀 士郎 地震前兆現象としての温泉・地下水異常記録 144-146・ 12・  4・ 1981

なまずの会 私の本箱 147・ 12・  4・ 1981
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年度 著 者 名 題 名 頁 。巻 。号 。発行年

なまずの会 地震の石碑 148…149。 12・  4・ 1981

なまずの会 質問箱 150。 12・  4。 1981

喜多村光進
中3
動物の地震前兆異常と超音波 (その 1) 151-156・ 12・  4。 1981

輪誹脚徹酵
嫉

林
判相難
畑捌

箱
儡 紹客調査報告 ―

157-248・ 12・  5。 1981

輪誹
脚徹雖嫉

林
判相難畑刻

箱
場輔讃懇暮調査報告― 249-344。 12・  6・ 1981

小鷹 滋郎
杉山 茂夫
大山 正雄
大木 靖衛

大湧谷地すべり対策調査 (昭和55年度) 345-357・ 12・  7・ 1981

*1「なまずの会」会員 *2箱根町立大湧谷自然科学館 *3滋賀女子短期大学
大木 靖衛 国府津 (こ うづ)一松田断層 (観測だより15号)

1-2。 13・  1 ・ 1981

なまずの会
水位観測班

昭和56年 1月 ～3月 の地下水位観測と地震 3-5。 13・  1 。1981

なまずの会 地下水位観測星取表 6-11・ 13。  1・ 1981

なまずの会 地震日誌 12-13・ 13・  1 ・ 1981

なまずの会 地震ノート 14-16・ 13・  1・ 1981

なまずの会
水位観測班

1980年 1月 ～12月 の異常水位と地震の関係について 17-20。 13。  1・ 1981

なまずの会 地震アラカルト 21-24・  13。  1・ 1981

なまずの会 地下水位委員会 25-26・ 13・  1 ・1981

喜多村光進
中1
動物の地震前兆異常と超音波 (その2) 27… 31・ 13・  1・ 1981

大木 靖衛 箱根芦ノ湖の逆さ杉調査 (その 1)

`夢

型ゲ島
'1,テ

1981

なまずの会
水位観測班

昭和56年 4月 ～6月 の地下水位観測と地震 36-39・ 13・  2・ 1981

なまずの会 地下水位観測星取表 40-45・ 13・  2・ 1981

なまずの会 地震日誌 46-47・  13・  2・ 1981

なまずの会 地震ノート 48… 50。 13・  2・ 1981

なまずの会 連絡帳 51・ 13・  2・ 1981

平賀 士郎 地震前兆現象としての温泉・地下水異常記録 52-53・ 13・  2・ 1981

なまずの会 地震の石碑 54… 56・ 13・  2・ 1981

なまずの会 地震対策 57・ 13・  2・ 1981

舞奮 賢逼1: 箱根芦
ノ湖の逆さ杉の樹種 (観測だより17号)

58-62・  13・  3・ 1981
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

1981 なまずの会
水位観測班

昭和56年 7月 ～9月 の地下水位観測と地震 63-65。 13・  3・ 1981

なまずの会 地下水位観測等星取表 66-71・ 13・  3・ 1981

なまずの会 地震日誌 72-73・ 13・  3・ 1981

なまずの会 地震ノート 74-75。 13・  3・ 1981

なまずの会 連絡帳 76・ 13・  3・ 1981

なまずの会 地下水・温泉中のラドン測定を開始 77-78・ 13・  3・ 1981

なまずの会 地震展 79・ 13・  3・ 1981

なまずの会 意見交換 80。 13・  3・ 1981

なまずの会 私の本箱 81・ 13・  3・ 1981

高見沢 薫・ 3 私の中国旅行 82-85・ 13・  3・ 1981

大木 靖衛
小鷹 滋郎 二 ヽ傑星郡警み 陳 期 震の記録 一

(観測だより18号)
86-88。 13・  4。 1982

な泉石窪飾班昭和
56年 10月 ～12月 の地下水位観測と地震 89-90。 13・  4。 1982

なまずの会 地下水位観測等星取表 91-96・ 13・  4・ 1982

なまずの会 地震日誌 97-98・ 13・  4・ 1982

なまずの会 地震ノート 99・ 13・  4・ 1982

なまずの会 連絡帳 100。 13・  4。 1982

班
会
測ウ麟

ま
水
な 1981年 1月 ～12月 の異常水位と地震 101-103・ 13・  4・ 1982

なまずの会
水位観汲1班

昭和51年 4月 ～昭和56年 3月 、 5年間の地震前兆異常観測に
ついて

104-105。 13・  4・ 1982

なまずの会 地震の石碑 106-107・ 13・  4・ 1982

なまずの会 意見交換 108-109。 13・  4・ 1982

平賀 士郎
伊東  博

♯よ1: 旱i;:中 4
箱根火山における地震活動調査、昭和55年 (1980) 111-126・ 13・  5・ 1982

鼻果 
重
繕:: 量奢芸Iti拿象チ

る関東大地震の影響をうけた 2、 3の樹木 127-136・ 13・  5・ 1981

雄
夫
雄

正
茂
富

山
山
野

大
杉
平

箱根温泉の温度と湧出量の観測、昭和55～ 56年 (1980～ 1981) 137-148。 13・  5。 1982

山
木
　
　
又

杉
大
迫
林
勝

茂夫

要
[!:

箱根湯本 。塔ノ沢温泉集中管理に関する温泉単価の試算 149-156。 13・  5。 1982

杉山 茂夫
大木 靖衛

箱根大湧谷の岩石の変質 157-164。 13・  5。 1982

芦ノ湖の水質と芦ノ湖周辺の地下水の水質 165-174。 13・  5。 1982
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

大山 正雄

壇田 茂蕎Ⅲ5
湯河原温泉の水位 175-184・ 13・  5。 1982

平野
荻野
大木

雄
作
衛

富
喜
靖

小日原市の温泉 185-192・ 13・  5。 1982

小沢  清
荻野 喜作
横山 尚秀

足柄平野の地質 (その 1) 193-200・ 13・  5。 1982

秀
作
清

尚
喜
山
野
沢

横
荻
小
長電藉軍昇芳瓦李集P響芳香)(1981) 201-208。 13・  5。 1982

温泉地学研究
所ラドン観測班

地下水中のラドンの連続観測 209-218・ 13・  5。 1982

長瀬 和雄 ラドン濃度を利用した地下水の浸透量の解析方法 219-224・ 13・  5。 1982

杉山
小鷹
大木

夫
郎
衛

茂
滋
靖

大湧谷地すべり対策調査 (昭和56年度) 225-238。 13・  6。 1981

I;曇曇重量異撃蓉言管薫曇帯唇措量曾看鷲算環田原凛纏許
まず?籍積寄員

齋藤 田治・ 1
地震予知に挑戦 ― 地下水観測に消防ものりだそう一 (観測だより19号)

1-4・ 14。  1 ・1982

黒川 義男中2 伊豆半島東岸微少群発地震の前兆について 5-7・ 14・  1・ 1982

なまずの会 浅間山噴火 8-9。 14。  1 ・ 1982

なまずの会 昭和57年 3月 21日浦河沖烈震 10-11 ・ 14・  1 ・1982

なまずの会 昭和57年 1月 ～3月 の地下水位観測と地震 12-13・ 14。  1 ・ 1982

なまずの会 星取表 14-19。 14・  1 ,1982

なまずの会 地震日誌 20- 22・ 14。  1・ 1982

なまずの会 意見交換 23-24。 14・  1 ・1982

なまずの会 連絡帳 「かながわ県民アカデミー」開催について 25-26・  14。   1 ・1982

冨浦 捏詞・ 2 地下水位観測から地盤沈下をさぐる 27…30・ 14。  1 ・ 1982

衛
郎
夫

靖
滋
茂

木
鷹
山

大
小
杉

二翼詔冨鶏縫署碁隆襲弘2)一 (観測だより20号 )
31-34。 14・  2・ 1982

なまずの会 昭和57年 4月 ～6月 の地下水位観測と地震 35-36・ 14。  2・ 1982

なまずの会 星取表 37-42・ 14・  2・ 1982

なまずの会 地震日誌 43-46・  14。  2・ 1982

なまずの会 第 3回地下水観測者研修会 47-52・ 14・  2・ 1982

高見沢 薫中2 中国の地下水異常 53-56。 14。  2・ 1982

石川 有三中3 中国における地震予知デマ報道とその対策 57-62・ 14。  2・ 1982

小鷹 滋郎
大木 靖衛

箱根声ノ湖逆さ杉調査 (その3) 号

・

よ

・４

だ

・

測
６６
観
３．

黒川 義男中2 泉温の異常と地震の関係 67-70・ 14・  3・ 1982
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

1982 なまずの会 昭和57年 7月 ～9月 の地下水位観測と地震 71-73・  14・  3・ 1982

なまずの会 星取表 74-79・  14・  3・ 1982

なまずの会 地震日誌 80-85。  14・  3・ 1982

なまずの会 電子顕微鏡写真 86-87・  14。  3・ 1982

三階美代子
中2
地震展に参加して 88・ 14・  3・ 1982

古官萬壽夫
中2
関東大地震の思い出 89-98・  14・  3・ 1982

輪酢
誹螂徹巌
麟

林期
判相
難榊畑

神奈川県温泉誌 99-216・ 14・  4・ 1983

本間  亘
大木 靖衛

関東大地震と湯本温泉 (観測だより22号 )
217-222・ 14・  5・  1983

なまずの会 昭和58年 1月 伊東沖群発地震の前兆異常について 223…226。  14・  5・ 1983

川
賀
黒
平
義男
中2

士郎
続・泉温の異常と地震の関係 227-230。 14・  5。 1983

なまずの会 昭和57年 10月 ～12月 の地下水位観測と地震 231-233。 14・  5。 1983

なまずの会 星取表 234-239。 14・  5。 1983

なまずの会 地震日誌 240-243・ 14・  5。 1983

なまずの会 1982年 1月 ～12月 の前兆異常観測と地震 244-246・ 14・  5。 1983

なまずの会 自然災害研修会 247-250・ 14・  5。 1983

杉山 茂夫
大木 靖衛
小鷹 滋郎

大湧谷地すべり対策調査 (昭和57年度) 251-266。 14・  6・ 1983

*1神奈川県津久井郡広域行政組合消防長 *2「なまずの会」会員 *3京都大学防災研究所

1983 木
賀
大
平
靖衛
士郎

日本海中部地震 (観測だより23号 )
1-5。 15・  1 ・1983

なまずの会 昭和58年 2月 27日 茨城県南部地震 (M6.0)の 前兆水位異常
について

6-9。 15・  1 ・ 1983

なまずの会 昭和58年 3月 16日 浜名湖北部地震 (M5。 7)の前兆水位異常
について

10-11 ・ 15。  1 ・ 1983

なまずの会 昭和58年 1月 ～3月 の地下水位観測と地震 12-14・  15。  1・ 1983

なまずの会 星取表 15-20・  15。  1 ・ 1983

なまずの会 地震日誌 21-25・  15。  1・ 1983

なまずの会 地震の石碑 26… 29・ 15。  1 ・ 1983

なまずの会 「第 4回」なまずの会水位観測者研修会 30-32・  15。  1 ・ 1983

山田 米雄中1 関東大地震の思い出 33-36・  15。  1 ・ 1982

小松 勅三 日本海中部地震について (観測だより24号 )
37-46・ 15・  2・ 1983

扁
上喜久嚢1:

日本海中部地震 ― そのときわたしたちは 一 47-52・ 15・  2・ 1983
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

佐藤 祐逸中3 日本海中部地震を体験して 53-56・ 15・  2。 1983

なまずの会 津波のおそろしさ 一 日本海中部地震津波 一 57-59。 15。  2・ 1983

なまずの会 昭和58年 4月 ～6月 の地下水位観測と地震 60-61。 15・  2・ 1983

なまずの会 星取表 62-67・ 15。  2。 1983

なまずの会 地震日誌 68-75。 15・  2・ 1983

なまずの会 昭和58年 8月 8日神奈川県西部地震の前兆異常 76-80。 15。  2・ 1983

郎
衛
士
靖

賀
木
平
大

昭和58年 (1983)10月 3日三宅島噴火 (観測だより25号 )
81-88・ 15・  3・ 1983

買  疏源中4 鳥取地震となまずの会 89-95。 15。  3・ 1983

なまずの会 昭和58年 7月 ～9月 の地下水位観測と地震 96-97・  15・  3・ 1983

なまずの会 星取表 98-103・ 15。  3・ 1983

なまずの会 地震日誌 104-111・ 15・  3・ 1983

なまずの会 私の本箱 112・ 15・  3・ 1983

楯
林
滋郎
靖衛
箱根芦ノ湖の逆さ杉調査 (その4) 113-116・ 15・  3・ 1983

橘
靖衛
者)
箱根火山と丹沢山地の地質と熱水系 (英文) 1-68。 15・   ・1983

特別号

大木 靖衛
/1瑚籠 滋郎

小田原市入生田長興山紹太寺産のモミ神代 (観測だより26号 )
117-122・ 15。  4。 1984

なまずの会 1983年 1月 ～12月 の前兆異常観測と地震 123-127・ 15。  4・ 1984

なまずの会 128… 133・ 15。  4。 1984

なまずの会 星取表 134… 139。 15。  4・ 1984

なまずの会 質問箱 140-141・ 15・  4・ 1984

なまずの会 地震日誌 142-148・ 15。  4・ 1984

平賀 士郎
伊東  博

1よ1: 革i;:中 5
箱根火山における地震活動調査、昭和56～ 57年 (1981～ 1982) 149-182・ 15。  5・ 1984

畑畑迫難

正雄

茂薄・6
徹

湯河原温泉の水位 183-192・ 15・  5。 1984

1,」〉]:4ξ中7
平野 富雄
荻野 喜作
大木 靖衛

箱根湯本湧泉の流出解析 193-202・ 13・  5・ 1981

杉山 茂夫
平野 富雄

箱根搭ノ沢地区の温泉の冷地下水化
一 湯本第50号源泉の場合 ―

203-212・ 15・  5・  1984

粟屋
平野
大木

徹
雄
衛
富
靖

深部熱水の pHと炭酸ガス分圧 213-220・ 15。  5・ 1984
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻 。号 。発行年

1983 秀
作
雄

尚
喜
富

山
野
野

横
荻
平
長電霜軍鼻ガ奄雫景腎?楊丁蒼

位観測結果について 221-232・ 15。  5・ 1984

曇層米製重1:
秦野盆地の地下水位観根1結果 233-244・ 15・  5。 1984

長瀬 和雄 立川ローム層内の地下水の流れ
― 雨水浸透槽周辺 一

245-254・ 15。  5・ 1984

書i」〉:'1[中
9

大木 靖衛

富士五湖の水質 255-262・ 15・  5。 1984

山
山
鷹
野
屋
木

杉
大
小
平
粟
大

茂夫
正雄
滋郎
富雄
徹
靖衛

大湧谷地すべり対策調査 (昭和58年度) 263-286。 15・  6。 1984

:li富ネ〔li営:]菫li撃
壁曇重彙塁

T言暮製曇i繁昼言
典轟撃館

1984 大木 靖衛 大地震に出会う前に (観測だより27号 )
1-6・ 16・  1・ 1984

な
泉圧窪翁班聖T胃多l品百臭最買韓瓦奎霧響兇真響続測―

_:月 ,:目靭査奨量墓偉発曇傍欝発翼馨輩昴
=観

測―
7-17・ 16・  1・ 1984

なまずの会 地下水位観測星取表 18-23・ 16・  1 ・ 1984

なまずの会 地震日誌 24-28・ 16・  1 。1984

大木
平賀
衛
郎
靖
士

長野県西部地震 (観測だより28号 )
29-34・ 16・  2・ 1984

なまずの会
水位観測班

長野県西部地震の前兆水位異常 35-38。 16・  2・ 1984

なまずの会
水位観測班

昭和59年 8月 ～9月伊豆群発地震の前兆異常 39-42・ 16・  2・ 1984

なまずの会
水位観測班

昭和59年 4月 ～6月 の地下水位観測と地震 43¨45'16・  2・ 1984

なまずの会 地下水位観測星取表 46-51 ・ 16・  2・ 1984

なまずの会 地震日誌 52-56。 16・  2・ 1984

なまずの会 第 5回なまずの会水位観測者研修会 57-63・ 16。  2・ 1984

なまずの会 連絡帳 64。 16・  2・ 1984

大木 靖衛
小鷹 滋郎
杉山 茂夫

箱根芦ノ湖の逆さ杉と南関東の巨大地震 (観測だより29号 )
65-74・ 16・  3・ 1985

なまずの会
水位観測班

昭和59年 11月 17日 、21日宇佐美温泉のパルス型泉温異常 75¨ 76。 16・  3・ 1985

なまずの会
水位観測班

1984年 1月 ～12月 の前兆異常観測と地震 77-79・ 16・  3・ 1985

なまずの会 地下水位観測星取表 80-91 ・ 16・  3・ 1985
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年度 著 者 名 題 名 頁 。巻 。号 。発行年

1984 なまずの会 地震日誌 92-96・ 16・  3・ 1985

高見沢 薫・ 1 中国の観音様と鯰 97… 100。 16・  3・ 1985

平賀 士郎
伊東  博

繕雷 新霙■2
箱根火山における地震活動調査、昭和58年 (1983) 101… 128。 16・  4。 1985

][賀  」甘il中 3
大木 靖衛

日本および中国における地震の前兆地下水異常について 129-140。 16・  4。 1985

雄
博
衛

正
　
靖

山
東
木

大
伊
大

鶴紺
泉の温度と湧出量の観測、昭和57」甲～58年 (1982～ 141-152・ 16・  4。 1985

炎膜寺碁整中4
小鷹 滋郎

i]東 茂|:+5

箱根火山中央火口丘東麓の温泉水位 153-162・ 16・  4・ 1985

刻難
判林

茂夫
徹
富雄
靖衛

走査電子顕微鏡による湯河原温泉の温泉スケールの観察 163-176・ 16・  4・ 1985

秀
作
衛

一

尚
喜
靖
康

山
野
木
田

横
荻
大
結

長電霜軍轟雰記♀槃
下
李雰留響
構と水温変化 177-190。 16・  4。 1985

秦野盆地の地下水位観測結果 (1984)と 浅井戸のラドン濃度
変化

191-200。 16・  4・ 1985

山
木
野
田

横
大
荻
添

秀
衛
作
栄

尚
靖
喜

相模川沖積低地の泥炭質泥層分布 201-208, 16・  4・ 1985

雄
秀
徹
之
子
作

一

富
尚
　
信
保
喜
康

狩川の水質 209-224・ 16・  4・ 1985

夫
郎
雄
衛

茂
滋
正
靖

山
鷹
山
木

杉
小
大
大

大涌沢地すべり対策調査 (昭和59年度)放熱量調査 225…236。 16・  5。 1985

野
屋
坂
木

平
粟
石
大

富雄
徹
信之
靖衛

大涌沢地すべり対策調査 (昭和59年度)水質調査 237-248・ 16・  5。 1985

I;重奮iね
」
i暑箱曇幕曾曇蓋會県倉晨讐璽整雪号希曇需暑曇霙懲馨E5'1地

震局

1985 平賀 士郎
大木 靖衛
小鷹 滋郎

小田原付近の直下型地震について (観測だより30号 )
1-5。 17・  1。 1985

班
会
測
の
観
ず
位
ま
水
な 昭和60年 1月 ～ 3月 の前兆異常観測 6-10・  17・  1・ 1985
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

1985 なまずの会 地下水位観測星取表 11-16・ 17・  1・ 1985

なまずの会 地震日誌 17-19。 17・  1。 1985

なまずの会 第 6回なまずの会 水位観測者研修会 20-24。  17・   1 。1985

大木 靖衛
平賀 士郎
伊東  博

メキシコ大地震M8.1 (観測だより31号 )
25-38・  17・  2・ 1985

なまずの会
水位観測班

昭和59年 9月 14日 長野県西部地震の前兆水位について 39-42・  17・  2・ 1985

乳

Ｈ

・
机

会
測
夫
子
倉
防

の
観
忠
代
戸
消

ず
位
　
美

・
田
部

ま
水
階
階
城
山
本

な
　
一三
二
坂
上
合

長野県西部地震の前兆水位観測から満 1年 43-45・  17・  2・  1985

なまずの会
水位観測班

昭和60年 4月 ～9月 の地下水位観測と地震 46-48・  17・  2・ 1985

なまずの会 地下水位観測星取表 49-60。  17・  2・  1985

なまずの会 地震日誌 61-66・  17・  2・  1985

博
郎
衛
士
靖

東
賀
木

伊
平
大

最近の小田原付近の地震活動について 67-72・  17・  2・  1985

平野 富雄 箱根、北伊豆地熱地帯の岩石の熱水変質作用 (英文,     73-166・ 17・ 3・ 1986

大木 靖衛 ネバドデルルイス火山の噴火 (観測だより32号 )
167-178・ 17・  4・  1986

なまずの会
水位観測班

昭和60年 1月 ～12月 の地下水位観測と地震 179-183・ 17・  4・  1986

なまずの会 地下水位観測星取表 184-189・ 17・  4・ 1986

なまずの会 地震日誌 190-192・ 17・  4・ 1986

鈴木 孝雄中2 昭和60年 10月 4日 茨城県南部地震のアンケート調査について 193-194・ 17・  4。 1986

賀
東
鷹
田

平
伊
小
袴

士郎
博

;:;:■
3

箱根火山における地震活動調査、昭和59年 (1984) 195-254。 17・  5。 1986

杉山 茂夫
大木 靖衛

有限要素法による地温分布の解析 (1) 255-264・ 17・  5。 1986

徹
郎
雄
之
衛

滋
富
信
靖

屋
鷹
野
坂
木

粟
小
平
石
大

国府津―松田断層の地層気体中ラドン 265-272・ 17・  5・ 1986

温泉地学研究
所ラドン観測班

地下水中のラドンの連続観測 (その2) 273-288・ 17・  5 ・1986

雄
徹
衛

富

靖

野
屋
木

平
粟
大

箱根湯本温泉の湧出状況について 289-308・ 17・  5。 1986

石坂 信之
粟屋  徹
平野 富雄

鶴巻温泉の化学成分の経年変化 309-320。 17・  5。 1986

-291-



年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号・発行年

1985 秀
作
衛

尚
喜
靖

山
野
木

横
荻
大
長電藉旱曇ガ奄雫景

陵
?芳丁蒼
位観測結果 321-334・ 17・  5。 1986

横山 尚秀
荻野 喜作

1'1' 1:1三
中4
長電霜旱轟雰記♀柴下李雰奮∫ヒと地下水かん養機能 335-352・ 17・  5・ 1986

夫
郎
雄
衛

茂
滋
正
靖

山
鷹
山
木

杉
小
大
大

大涌沢地すべり対策調査 (昭和60年度)放熱量調査 353-368・ 17・  6・ 1986

平野
菜屋
石坂
大木

雄
徹
之
衛

富
　
信
靖

大涌沢地すべり対策調査 (昭和60年度)水質調査 369-380。 17・  6・ 1986

車l「鷹森票呈倉た案暴境裏為耕羹鼎
県立大磯高校 *3箱根町大涌谷自然科学館

1986 大木 靖衛 地震と地盤 (観測だより33号 )
1-6・ 18・  1 ・1986

なまずの会
T繁%薪り駅 震糞各

月9日 月ヽ田原直下の有感地震 (M=4.2) 7… 15。 18。  1 ・ 1986

なまずの会
水位観測班

昭和61年 1月 ～ 3月 の地下水位観測と地震 16-17・ 18・  1 。1986

なまずの会 地下水位観測星取表 18-23。 18。  1 。1986

なまずの会 地震日誌 24-26・ 18・  1 ・ 1986

なまずの会 地震の石碑 20 27-29。 18・  1 ・ 1986

なまずの会 第 7回なまずの会地下水位観測者研修会 30…32・ 18。  1 。1986

雄
雄
徹
秀

正
富
　
尚

山
野
屋
山

大
平
粟
横

湯河原火山カルデラの河川流量と流域地質との関係について 33¨48・ 18。  2。 1987

雄
之
秀
雄

正
信
尚
富

山
坂
山
野

大
石
横
平

鶴巻温泉の湧出量の経年変化 49-56・ 18・  2・ 1987

奄山 長籍.1
箱根湯本・塔の沢温泉の水位の経年変化 57…68・ 18・  2・ 1987

鋪
精 1:::■

2
鎌倉市源氏山地区および材木座地区の地形 。地質と崖崩れに
ついて
一 メッシュ・データの重ね合わせによる検討 一

69-78・  18。  2・ 1987

徹
雄
之
衛

富
信
靖

難
腎薇
妹

熱水混合モデルによる湯河原温泉の化学成分の研究 79-96・ 18。  2・ 1987

秀
子
尚
保志

山
内
横
柳

箱根芦ノ湖の水温変化と湖水循環 97-104。 18・  2・ 1987

大木 靖衛
平賀 士郎

1986伊豆大島噴火 (観測だより34号 )
105-120。 18・  3・ 1987

黒川 義男中4
平賀 士郎

昭和61年 6月 1日 ～12月 311日 、宇佐美温泉の温度観測と地
震

121-123・ 18。  3・ 1987
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号・発行年

班
会
測詢備

ま
水
な 昭和61年 4月 ～9月 の地下水位観測と地震 124-128・ 18・  3・ 1987

なまずの会 地下水位観測星取表 129-140・ 18・  3・ 1987

なまずの会 地震日誌 141-146・ 18。  3。 1987

なまずの会 書評 147・  18・  3・ 1987

事務局 平賀士郎さんを悼む 148・  18。  3・ 1987

平賀 士郎 箱根火山と箱根周辺海域の地震活動 149-273・ 18・  4。 1987

*1小田原保健所 *2鎌倉市役所 *3神奈川県婦人総合センター
*4「なまずの会」会員

大木 靖衛 サンアンドレアス断層と地震予知 (観測だより35号 )
1-9。 19。  1 ・ 1987

なまずの会
水位観測班

昭和61年 10月 ～昭和62年 3月 の地下水位観測と地震 10-11・ 19。  1 ・ 1987

なまずの会 地震日誌 12-23・ 19。  1 ・ 1987

なまずの会 地下水位観測星取表 24-35・  19。   1 ・ 1987

なまずの会 書評 36・ 19。   1 ・ 1987

大木 靖衛 桜島1987年の最大噴火 (観測だより36号 )
37-42・  19。  2。 1988

大木 靖衛 三原山一年ぶり噴火再開 43-46・  19。  2・ 1988

大木 靖衛 1987年ロスアンゼルス地震 47-53・  19。  2・ 1988

なまずの会 観測者地下水位観測結果 54-65・  19。  2・ 1988

なまずの会 地震日誌 66¨72・ 19。  2・ 1988

なまずの会
水位観測班

昭和62年 4月 ～昭和62年 9月 の地下水位観測と地震 73-74。 19。  2・ 1988

秀
作
衛

尚
喜
靖

山
野
木

横
荻
大

足柄平野上部の地下水位上昇について 75-90・  19。  3・ 1988

秀
雄
作
衛

尚
富
喜
靖

山
野
野
木

横
平
荻
大

長梧霜訂準展計
の地下水塩水化調査結果 91-98・  19。  3・ 1988

作
秀
雄
衛

一

喜
尚
富
靖
康

野
山
野
木
田

荻
横
平
大
結

酒匂川流域の水涵養機能調査 99-110・ 19・  3・ 1988

大山 正雄
鈴木 正明
平野 富雄

箱根湯本福住湧泉の湧出機構について 111-128。 19。  3・ 1988

平野
伊東
雄
博

｛昌 箱根温泉の温度と湧出量の観測
昭和59～ 61年 (1984～ 1986)

129-152・ 19・  3・ 1988

作
秀
衛

喜
尚
靖

野
山
木

荻
横
大

酒匂川流域の水涵養機能評価 153-172・ 19。  4・  1988

秀
作
雄
衛

尚
喜
富
靖

山
野
野
木

横
荻
平
大

水温を指標とした足柄平野上部の地下水流動機構調査 173-181 ・ 19, 4・ 1988
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年度 著 者 名 題 名 頁 。巻・号 。発行年

雄
之
作
秀
衛
徹

一

富
信
喜
尚
靖
　
康

野
坂
野
山
木
屋
田

平
石
荻
横
大
粟
結

足柄平野とその周辺地域の地下水の水質について 182-207・ 19。  4・ 1988

小前
浜田
美
正
隆
浩

放射性同位体を指標とした足柄平野上部の地下水流動機構調
査

208-221 ・ 19。  4・  1988

結田 康一中1 アクチバブルトレーサー法による農耕林地の水浸透能の計測 222-229・  19。  4・  1988

結田 康一 水中臭素濃度による足柄平野地下水の酒養源の推定 230-239。 19・  4・ 1988

*1農林水産省農業環境技術研究所 *2農林水産省農業土木試験場

楡井 久・
1 1987年千葉県東方沖地震と地盤 (観測だより37号 )

1-8・ 20・  1 ・1988

大木 靖衛 1988年伊豆半島東方沖群発地震 9-14。 20。  1 ・ 1988

長瀬 和雄 関東大地震の根府川大津波 15-18。 20。  1 ・ 1988

黒川 義男Ⅲ2 宇佐美温泉で観測された1988年伊豆半島東方沖群発地震の前
兆について

19-20・ 20・  1 ・ 1988

平野 富雄 新刊書紹介 21・ 20。  1 ・ 1988

なまずの会 なまず通信・観測者地下水位観測結果 22-33・ 20・  1 。1988

なまずの会 地震日誌 34-40。 20。  1 ・ 1988

なまずの会
水位観測班

昭和62年 -63年の地下水位観測と地震 41-42・ 20。  1・ 1988

大山 正雄 箱根湯本湧泉の流出解析 (第 2報) 43-56・ 20。  2・ 1989

雄
之
衛

富
信
靖

野
坂
木

平
石
大

箱根塔之沢温泉の温度低下とN03~(硝酸イオン)の検出に
ついて

57-70・ 20・  2・ 1989

雄
二
敏

和
格
明

瀬
倉
原

長
新
藤

変状急斜面の調査と崩壊 71-76・ 20・  2・ 1989

Xuanmin FENG中
5

Tomlo Hirano
Preliminary Comparative Study on Groundwater between the
Fuji and the Hakone Areas

77-84・ 20。  2,1989

守屋喜久夫
中6 アルメニア、スピタク地震の現地レポート (観測だより38号 )

85-96・ 20・  3・ 1989

薮田 拓司+7 関東大地震 松の木は滑った 97-102・ 20。  3・ 1989

小鷹 滋郎 1988年十勝岳噴火 103-108・ 20・  3・ 1989

平野 富雄 箱根声ノ湖の標高の不思議 109-114。 20・  3・ 1989

なまずの会 なまず通信・観測者地下水位観測結果 115-127・ 20・  3・ 1989

博
郎滋

東
鷹
伊
小

地震日誌 128-134・ 20・  3・ 1989

小鷹 滋郎
伊東  博

昭和63年 4月 ～昭和63年 9月 の地下水位観測と地震 135-136・ 20・  3・ 1989

室究研境環盤地
ト
所
ン
究
タ
研
ル
全
サ
保
ン
を
ス
コ

椰
鰤
絆

千
防
日

＊

＊

＊

*2「なまずの会」会員 *3鎌倉市役所
車,9出急みヽ当蟹,さ当
Ыnob」CJ Bureau,Chna
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号 。発行年

1989 衛
雄
靖
富
木
野
大
平

地震と火山のくに (観測だより39号 )
1-32・ 21 。  1・ 1990

大木 靖衛 写真でみる1989年伊東沖海底火山手石海丘の噴火 (観測だより40号 )
33-38・ 21 ・ 2・  1990

黒川 義男中1 宇佐美温泉で観測された1989年伊豆東方沖群発地震と海底噴
火の前兆

39-46・ 21 ・ 2・ 1990

博
収
幸
郎

俊
和
滋

陳
棚購相

鶴喬肥量T腎些督9機
震・傾斜観測 47-49・ 21 ・ 2・ 1990

なまずの会
水位観測班

昭和63年 10月 ～平成元年 3月 の地下水位観測と地震 50-51 ・21 ・ 2・ 1990

なまずの会 地下水位観測結果
(昭和63年 10月 1日 ～平成元年 3月 31日 )

52-63・ 21 ・ 2・  1990

なまずの会 地震日誌 (昭和63年 10月 1日 ～平成元年 6月 30日 ) 64-66・ 21 ・ 2・  1990

平野 富雄 秦野市内の地震の石碑 (その 1、 地震の石碑 21) 67-70。 21 ・ 2・ 1990

博
郎
収
作
雄
秀
雄
衛

滋
俊
喜
和
尚
富
靖

東
鷹
田
野
瀬
山
野
木

伊
小
棚
荻
長
横
平
大

温泉地学研究所の地震 。地下水位観測システムについて 71-86・ 21 ・ 3・ 1990

購相
陳棚
妹

幸
郎
博
収
衛

和
滋
　
俊
靖

箱根火山・傾斜変化解析システム 87-102・ 21 ・ 3・ 1990

雄
雄
徹

正
富
山
野
屋

大
平
粟

箱根火山の湧泉 103-126・ 21・  3・ 1990

秀
之
雄
衛

尚
信
富
靖

山
坂
野
木

横
石
平
大

足柄平野沿岸部の地下水塩水化調査結果
(昭和62年・平成元年)

127-132・ 21・  3・ 1990

*1「なまずの会」会員

棚田 俊収 秀鼈撃蔦暑裏|:ら機辱a霙要警
構と震源パラメータおよびそ 1-68・ 22・  1 ・ 1990

東
田
巻
鷹

伊
棚
八
小

博
収
幸
郎

俊
和
滋

1990年 8月 5日 小田原直下地震 (M5.1)の 概要 (観測だより41号 )
69-76・ 22・  2。 1990

秀
郎
雄

尚
滋
富

山
鷹
野

横
小
平

1990年 8月 5日 ガヽ田原直下地震の水位前兆異常 77-84。 22・  2・ 1990

収
博
俊田
東
棚
伊

1990年 8月 5日小田原で発生した地震の震度分布 85-94。 22・  2・ 1990

班
会
測
の
観
ず
位
ま
水
な 1989年 4月 ～1990年 3月 の地下水位観測と地震 95-96・ 22・  2・ 1990

なまずの会 地下水位観測結果
(1989年 4月 ～1990年 12月 )

97-139・ 22・  2・ 1990
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年度 著 者 名 題 名 頁・巻・号・発行年

1990 な まずの会 地震日誌
(平成元年７月１日～平成２年12月31日)

140-146 ・ 22 ・　2 ・ 1990

平野 富雄
東海道線根府

川駅周辺の石碑
(その２、地震の石碑　22)

147-152 ・ 22 ・　2 ・ 1990

大
山 正雄
平野 富雄
大木 靖衛

箱根姥子温泉の湧出量の変化 153-178 ・ 22 ・　3 ・ 1991

横
山 尚秀
平野 富雄

長瀬 和雄

足柄平野及び大磯丘陵の地下水位観測結果
(昭和62 ・ 63年)

179-196 ・ 22 ・　3 ・ 1991
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